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あわら市定例記者会見  

令和５年８月22日(火) 10:00～ 

あわら市役所 203会議室 

１ 市長市政報告 

(1) 第117回あわら市議会定例会について 

【提出議案18件、報告３件】 

 ◇会期の予定  ８月28日(月)～10月13日(金) 

 ◇放棄した非強制徴収公債権等の報告 

債権の名称 放棄した額 件数 放棄事由 所管課 

 25,905円 5 破産(第２号) 
上下水

道課 
水道料金 20,790円 2 徴収停止後１年経過(第５号) 

 281,750円 3 相続放棄(第６号) 

合計 328,445円 10   

  

◇令和４年度各会計決算の認定 

   議案書「歳入歳出決算審査意見書」参照 

 

◇令和４年度健全化判断比率等の報告 

■健全化判断比率                  （単位：％） 

 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

－ 

（13.58） 

－ 

（18.58） 

7.0 

（25.0） 

28.0 

(350.0) 
   ※「－」の表示は、実質赤字、連結実質赤字が無いことを表している。 

※括弧内はあわら市に適用される早期健全化基準 

【参考】過去の健全化判断比率              （単位：％） 

令和３年度 

 

令和２年度 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

－ 

（13.49） 

－ 

（18.49） 

6.7 

（25.0） 

35.8 

(350.0) 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

－ 

（13.59） 

－ 

（18.59） 

6.9 

（25.0） 

46.9 

(350.0) 

令和元年度 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

－ 

（13.64） 

－ 

（18.64） 

7.0 

（25.0） 

46.1 

(350.0) 

平成30年度 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

－ 

（13.63） 

－ 

（18.63） 

6.9 

（25.0） 

38.0 

(350.0) 

平成29年度 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

－ 

（13.62） 

－ 

（18.62） 

6.9 

（25.0） 

34.6 

(350.0) 
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■公営企業に係る資金不足比率 

水道事業会計 公共下水道事業会計 

－ 

（20.0） 

－ 

（20.0） 

※「－」の表示は、資金不足が無いことを表している。 

※括弧内は、企業会計の経営健全化基準 

 

◇剰余金の処分 

 あわら市水道事業会計剰余金の処分について 

・当年度未処分利益剰余金       585,419,249円 

・利益剰余金処分額 

  建設改良積立金への積立     △47,000,000円 

・翌年度繰越利益剰余金        538,419,249円 

 あわら市公共下水道事業会計剰余金の処分について 

・当年度未処分利益剰余金       162,260,350円 

・利益剰余金処分額 

  減債積立金への積立       △94,000,000円 

・翌年度繰越利益剰余金         68,260,350円 

 

◇専決処分の承認                    (単位：千円) 

会計名 
補正前 

予算額 

補 正 

予算額 

補正後 

予算額 

一般会計(第４号)  14,806,689 219,087 15,025,776 

公共下水道事業会計(第２号) 収益的支出 1,133,525 3,398 1,136,923 

７月の大雨に伴う被害施設の復旧等に係る経費を計上 

 

  ◇令和５年度あわら市補正予算 

   一般会計補正予算(第５号) １億3,253万7千円の追加 

→補正後の予算総額 151億5,831万3千円 

水道事業会計(第１号) 1,060万円の追加 

→補正後の予算総額 3億2,152万円 

 

  ◇条例の制定 

  ・議案第56号 あわら市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律が

一部改正されたことに伴い、引用条文について条項ずれが生じるため、所要の
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改正を行う。 

・議案第57号 あわら市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

国が定める放課後児童健全育成事業実施要綱の一部改正に伴い、放課後児童

支援員の資格要件である認定資格研修の終了期限について、所要の改正を行

う。 

・議案第58号 セントピアあわら条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

条例上の入浴料金の上限を引き上げることにより、指定管理者が施設運営に

かかる昨今の経営環境に応じて入浴料金を改定できるように所要の改正を行

う。 

 

  ◇人事に関するもの 

  ・議案第59号 あわら市監査委員の選任について 

現代表監査委員の伊東秀一氏の任期満了に伴う後任委員の選任 

杉本
すぎもと

 一
はじめ

 氏（自由ヶ丘二丁目11番７号） 63歳（新任） 

 

・任期    令和５年12月２日～令和９年12月１日（４年） 

・根拠法令  地方自治法第196条第１項 

 

(2) あわら市とエーテンラボ、福井工業大学の産学官連携による 

デジタルを活用した高齢者等の健康増進と効果検証の実施について 

(3) あわら市のふるさと納税推進事業の強化について 

(4) 「いちほまれフェス」の開催について 

(5) 北陸新幹線芦原温泉駅開業半年前イベントの開催について 

 

２ ８月・９月のイベント、主な行事予定等について 

  ８ 月  

23日(水) 10：30～ 放課後子ども教室「リトミック教室」 （北潟小学校） 

 13：30～ 大人のコミュニケーション講座 （中央公民館） 

25日(金) 10：00～ 金津こども園おはなし会 （金津こども園） 

 13：00～ 北潟湖・スマホ写真講座 （北潟公民館） 

26日(土) 10：30～ いこっさ！おはなしの森 （金津図書館） 

28日(月) 9：30～ 第117回あわら市議会定例会本会議(開会) （市役所） 

 終了後 予算決算常任委員会 （市役所） 

30日(水) 10：40～ 夏の音楽会 (子育て支援センター) 

  ９ 月  

１日(金)  金津高等学校学校祭(～３日) (金津高等学校) 
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 8：30～ 市民健診 (伊井公民館) 

 13：30～ ふるさと納税事業者向け学習会 (市役所) 

２日(土)  芦原中学校体育祭 (芦原中学校) 

 9：30～ 第20回あわら市社会福祉大会 (中央公民館) 

３日(日)  9：30～ パパ応援デー 父親講座「親子体操」 (子育て支援センター) 

 12：00～ and Artist Collaboration Performance (アフレア) 

 13：00～ 観光出向宣伝（敦賀まつり） (敦賀市) 

 13：30～ ふるさと講座 多賀谷左近三経とあわら (金津本陣IKOSSA) 

５日(火)  芦原中学校文化祭 (芦原中学校) 

  金津中学校体育祭 (金津中学校) 

７日(木)  金津中学校文化祭 (金津中学校) 

８日(金) 10：00～ 藍染め教室 (中央公民館) 

９日(土)  芦原小学校運動会 (芦原小学校) 

  北潟小学校運動会 (北潟小学校) 

  本荘小学校運動会 (本荘小学校) 

  細呂木小学校運動会 (細呂木小学校) 

  金津東小学校運動会 (金津東小学校) 

 10：00～ パラコードでキーホルダー作り (吉崎公民館) 

10日(日) 9：00～ ワークショップ(日本和紙クラフト協会) (アフレア) 

11日(月) 8：30～ 市民健診 (中央公民館) 

12日(火) 13：30～ スマホ教室 (中央公民館) 

15日(金) 17：00～ 
日本スポーツマスターズ2023福井大会 

開会式 
(清風荘) 

16日(土)  
日本スポーツマスターズ2023福井大会 

バスケットボール競技(～18日) 
(トリムパークかなづ) 

 9：45～ 移住者交流会「あわらさんぽ」 (中央公民館) 

 10：00～ いちほまれフェス（～17日） (アフレア) 

19日(火) 10：00～ 健康になれるスマホ講座(20日26日27日) (中央公民館) 

20日(水) 10：00～ 100歳慶祝訪問 (市内) 

 10：30～ 親子リトミック教室 (湯のまち公民館) 

23日(土)  9：00～ 健康ウォーキング (北潟湖周辺) 

 13：00～ 芦原温泉駅自由通路開通式 (芦原温泉駅) 

24日(日)  金津小150周年記念式典 (金津小学校) 

 8：30～ 市民健診 (保険センター) 
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 10：00～ 
北陸新幹線開業半年前イベント 

「新幹線歓迎会」 
(アフレア) 

26日(火) 10：00～ 水曜どうでしょうキャラバン (湯のまち広場) 

 10：00～ 描き方いろいろ色えんぴつ講座 (伊井公民館) 

 13：30～ スマホ教室 (中央公民館) 

28日(木)  
第56回日本女子オープンゴルフ選手権 

(～10月１日) 
(芦原ゴルフクラブ) 

30日(土)  まちなかアウトドアフェスタ(～10月1日) (アフレア周辺) 

    

～  議 会 日 程  ～ 

  ８ 月 

28日(月) 9:30～ 第117回市議会定例会本会議(議案上程、提案理由説明等) 

 終了後 予算決算常任委員会(質疑、分科会調査依頼) 

  ９ 月 

６日(水) 9:30～ 本会議（一般質問） 

７日(木) 9:30～ 本会議（一般質問） 

８日(金) 9:30～ 予算決算常任委員会分科会（予算）総務厚生常任委員会 

11日(月) 9:30～ 予算決算常任委員会分科会（予算）総務厚生常任委員会 

12日(火) 9:30～ 予算決算常任委員会分科会（予算）産業建設教育常任委員会 

13日(水) 9:30～ 予算決算常任委員会分科会（予算）産業建設教育常任委員会 

22日(金) 9:30～  予算決算常任委員会(分科会長報告、採決等) 

 終了後 議会運営委員会 

25日(月) 9:30～  全員協議会 

 13:30～ 本会議（委員長報告、採決等） 

27日(水) 9:30～ 予算決算常任委員会分科会（決算） 総務厚生常任委員会 

28日(木) 9:30～ 予算決算常任委員会分科会（決算） 総務厚生常任委員会 

29日(金) 9:30～ 予算決算常任委員会分科会（決算） 産業建設教育常任委員会 

  １０月 

２日(月) 9:30～ 予算決算常任委員会分科会（決算） 産業建設教育常任委員会 

12日(木) 9:30～ 予算決算常任委員会(分科会長報告、採決等) 

 終了後 議会運営委員会 

13日(金) 9:30～ 全員協議会 

 13:30～ 本会議（予算決算委員長報告、採決等） 

 



■

■

■

■ 主な歳出

1 福井坂井地区広域市町村圏事務組合負担金 △ 18,032 千円

・事務費 △ 1,201 千円

・電算共同利用費 △ 8,651 千円

・清掃センター費 △ 6,837 千円

△ 1,316 千円

・余熱利用施設管理費 △ 27 千円

2 坂井地区広域連合負担金 △ 31,570 千円

・環境衛生費 △ 844 千円

・葬祭費 △ 2,336 千円

・審査会費 21 千円

・低所得者保険料軽減分 12 千円

・共通経費 △ 650 千円

・介護保険費 △ 27,773 千円

3 国県支出金返還金 74,665 千円

4 新 21,544 千円

・農業水利施設電気料金高騰対策補助（土地改良区） 1,500 千円 コロナ交付金

・電気・ガス料金高騰対策支援（市内事業者） 20,044 千円

　支援金20,000千円＋口座振込手数料44千円

5 6,010 千円

新 ・視覚障害者誘導支援整備工事 5,500 千円

・複合福祉施設屋上雨漏り修繕ほか 510 千円

令和４年度国県支出金の確定に伴う返還金

電気料金等高騰対策支援事業 農林水産課・商工労働課

庁舎管理経費　　 監理課

・最終処分費

令和５年度　一般会計補正予算（第５号）の概要

補正予算として 132,537千円を増額し、予算の総額を15,158,313千円とする。
（前年同期比（令和４年８月30日）　△1,551,194千円、9.2％減）
　※ R4.8.30：16,709,507千円

歳出では、Ｕ２９夫婦支援金、ひとり親家庭習い事支援事業、新型コロナウイルスワクチン接種
事業、あわら市ＭａａＳ実証実験事業などのほか、新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交
付金事業として電気料高騰対策支援事業に要する経費を計上する。

歳入では、国県支出金、諸収入、市債、繰越金等を計上する。

政策広報課・生活環境課

生活環境課・福祉課
健康長寿課

福祉課・子育て支援課
健康長寿課

福祉基金繰入（視覚障

害者誘導支援事業）

1



6 新 Ｕ２９夫婦支援金 9,900 千円

夫婦ともに39歳以下かつ世帯所得500万円未満のうち、いずれ

かが29歳以下の世帯への支援

7 生活保護総務経費　　 1,128 千円

生活保護システム改修委託料 国：1/2

8 新 ふく育応援事業（県の委託事業） 696 千円

県が子育て世帯限定のふく割クーポンを発行するための経費 県：10/10

9 新 ひとり親家庭習い事支援事業　　 1,400 千円

ひとり親家庭の子どもの習い事に係る費用を助成 県：2/3

10 私立等認定こども園運営事業 1,346 千円

新 ・保育対策総合支援事業費補助金 750 千円 県：3/4（保育対策総合）

　ICT化推進事業補助（いちひめこども園）

新 ・保育の職場づくり総合対策事業補助金 596 千円 県：1/2（職場づくり）

　住宅手当（金津東こども園）、子育て世帯支援手当（いちひめこども園）

11 新型コロナウイルスワクチン接種事業 13,000 千円

新型コロナウイルスワクチン接種に係る費用 国：10/10

12 農地災害復旧（補助）工事　　　　　　　　　　　　 3,000 千円

R5.5.7～8の豪雨による災害の復旧費（熊坂） 県：1/2

分担金：1/4

13 新 あわら市ＭａａＳ実証実験事業 5,500 千円

Maasアプリによる実証実験に係る委託料 国：2,500千円、

観光協会:1,500千円

14 魅力発信事業 5,000 千円

総合パンフレット・ランチスイーツクーポン等の追加印刷費

15 「あわらぐるっとタクシー」事業 3,000 千円

利用者増による増額 県：1/2

16 新 インバウンドコンテンツ造成・販路整備事業 6,000 千円

体験型コンテンツの商品化等に係る委託料等

17 新 観光まちづくりビジョン策定会議運営事業 6,572 千円

観光まちづくりビジョン策定会議運営業務委託料等 県：2,500千円

18 北陸新幹線開業機運醸成イベント 5,000 千円

開業イベント経費 県：1/2

県：10/10

福祉課

子育て支援課

市民協働課

健康長寿課

農林水産課

観光振興課

子育て支援課

子育て支援課

観光振興課

観光振興課

観光振興課

観光振興課

観光振興課

2



19 観光施設管理経費 1,395 千円

新 ・波松海岸公衆トイレ改修工事（洋式化） 1,045 千円

・刈安山森林自然公園　次亜注入設備修繕 350 千円 工事）

20 給食センター管理経費　　 2,300 千円

施設等修繕

21 金津創作の森事業 10,000 千円

新 金津創作の森美術館敷地内のポールライト、フットライトの改修

■ 主な歳入

1 21,544 千円

2 ふるさと創生基金繰入金 10,000 千円

3 9,900 千円

4 564 千円

5 5,500 千円

6 500 千円

7 933 千円

8 298 千円

9 696 千円

10 8,608 千円

11 4,392 千円

12 750 千円

13 1,500 千円

14 2,500 千円

15 470 千円

16 2,500 千円

学校給食センター

文化学習課

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　　　 財政課

観光振興課

ふるさと創生基金繰入

福祉基金繰入金 福祉課

保育対策総合支援事業費補助金 子育て支援課

ひとり親家庭習い事支援事業補助金 子育て支援課

政策広報課

結婚支援市町応援事業補助金 市民協働課

生活困窮者就労準備支援事業費等補助金 福祉課

ふく育応援事業事務委託金 子育て支援課

新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金 健康長寿課

保育の職場づくり総合対策事業補助金 子育て支援課

観光振興課　

農地災害復旧事業補助金　 農林水産課

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金 健康長寿課　

農地災害復旧事業分担金 農林水産課　

地域一体となった観光地の再生観光サービスの高付加価値化補助金 観光振興課

自然環境整備交付金 観光振興課

国：45/100（トイレ改修

北陸新幹線開業スタートアップ事業補助金

3



17 2,500 千円

18 1,893 千円

19 1,500 千円

20 66,650 千円

21 市債 △ 14,167 千円

Ｍａａｓ実証実験負担金　 観光振興課

前年度繰越金 財政課

財政課

新幹線時代の観光地域スケールアップ支援事業補助金 観光振興課

新幹線二次交通等整備支援事業補助金 観光振興課
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報道関係者各位                              令和 5年 8月 22 日 

 

あわら市 

 エーテンラボ株式会社 

福井工業大学 

   

あわら市とエーテンラボ、福井工業大学が産学官連携による 

デジタルを活用した高齢者等の健康増進と効果検証を実施  

習慣化アプリ「みんチャレ」と「乗合タクシー」による医療費抑制効果の検証 

 

 福井県あわら市（市長：森之嗣 以下「あわら市」）とエーテンラボ株式会社（本社：東京都中央

区 代表取締役 CEO：長坂剛 以下「エーテンラボ」、提供アプリ名：みんチャレ）、福井工業大学

（所在地：福井県福井市 学長：掛下知行）は産学官連携により、2023 年 9月 19 日より習慣化アプリ

「みんチャレ」と乗合タクシーの利用による高齢者等の健康増進と効果検証に関する事業を開始しま

す。 

 

 
                参加者募集チラシ 

 

 本事業では、高齢者を中心とするあわら市民を対象に、エーテンラボが開発する習慣化アプリの

「みんチャレ」にて 5 人 1 組のチームを組み、30 日間毎日チーム内で歩数と乗合タクシー（※1）の利

用有無等を報告します。乗合タクシーの利用促進により、高齢者等の外出機会が増え、歩数が増加す

ることで健康増進効果が期待できます。 

また、5 人で励まし合いながら取り組むピアサポート（※2）の効果により参加者の健康意識が高まり、

事業終了後も歩くことを習慣化できます。 



 
 
 

 

 

あわら市では 8 月 15 日発行の市広報誌、および広報誌への折込チラシで事業に参加される方 100 名を

募集しており、9月 19 日の事業説明・みんチャレの使い方講座を皮切りに事業を行います。 

また、本事業による医療費抑制効果や CO2 排出削減効果等を福井工業大学にて検証・分析します。 

 

■実施背景 

 あわら市の高齢化率は 34.4 パーセント（令和 4 年 4 月 1 日現在）で、県平均より 3.4 パーセント、

全国平均より5.5パーセントと大きく上回っており、高齢者が健康寿命を延ばし、いきいきと暮らせる

社会の実現を目指しています。 

本事業の実施により高齢者の外出機会が増え、歩数が増加することでフレイル予防（※3）が期待でき

ます。また国土交通省の調査では、一定数以上の歩数の増加には医療費抑制効果（※4）があると発表

されています。 

さらに、交通手段として乗合タクシーを利用することで、CO2 排出量の削減効果や、本事業が免許返納

のきっかけになることで交通事故削減効果も期待できます。 

 

（※1）乗合タクシー…利用者の予約に応じる形で、運行経路や運行スケジュールをそれに合わせて運

行する地域公共交通であり、あわら市では平成 24 年度より運行。 

（※2）ピアサポート…仲間同士の助け合い。 

（※3）フレイル…要介護状態に至る前段階として位置づけられるが、身体的脆弱性のみならず、精

神・心理的脆弱性や社会的脆弱性などの多面的な問題を抱えやすく、自立障害や死亡を含む健康障害

を招きやすいハイリスク状態を意味する。 

（※4）国土交通省 HP 歩行量調査のガイドラインの概要

https://www.mlit.go.jp/common/001174965.pdf#page=5 

 

■習慣化アプリ「みんチャレ」の使用方法とその目的 

「みんチャレ」は、チームで歩く習慣を身につけられるアプリです。本事業への参加者が5人 1組でチ

ームを組み、チームメンバー同士で合計歩数目標を定めて、互いにチャット画面で励まし合いながら

毎日チャレンジします。外出時に見つけた綺麗なお花や、その日の食事などの写真を毎日共有するこ

とでコミュニケーションが活性化するのと同時に、仲間との切磋琢磨によりモチベーションが高まり、

運動習慣が身につきます。 

 

■実施概要 

◇ 実施期間：令和 5年 9月 19 日（火）〜令和 5年 10 月 20 日（金） 

※事業終了後もアプリの利用継続可能 

◇ 対 象 者：あわら市在住の方 

◇ 定  員：100 名 

◇ 内  容：①事業開始時にアプリの使い方講座を実施。 

（1講座 25 名定員、1人あたり 2回を 1セットとし計 8 回） 

       ②習慣化アプリ「みんチャレ」を活用して 1回目の講座参加日より 30 日間、5人 1組の 

チームで歩数目標に取り組む。 

③事業終了後、歩数データや乗合タクシーの利用状況、事業参加者への開始前後のアン 

ケート結果を福井工業大学にて検証・分析。 

 



 
 
 

 

 

 

 

■「みんチャレ」について 

 

 
＜アプリ概要＞ 

・タイトル ：みんチャレ 

・利用料  ：一般ユーザー 無料、プレミアムユーザー 1ヶ月プラン 500円/月 

・配信日  ：平成 27年 11 月 6日 

・公式サイト：https://minchalle.com/ 

・公式ブログ：https://minchalle.com/blog/ 

・平成 28 年・平成 29 年・平成 31 年 Google Play ベストアプリに選出 

・府中市とのフレイル予防事業で「第 10 回健康寿命をのばそう！アワード」介護予防・高齢者生活支

援分野の厚生労働省 老健局長 優良賞 自治体部門を受賞 

・令和 5年版厚生労働白書 第 1部第 3章「つながり・支え合い」のある地域共生社会の実現を目指し

て コラムに事例掲載 https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/22/dl/1-03.pdf#page=41 

 

  

■問い合わせ先 

・あわら市政策広報課スマートシティ推進グループ 

 担当 西田浩也 

 TEL:0776-73-8005 ／ mail:jyouho@city.awara.lg.jp 

 

・エーテンラボ株式会社 

 TEL：03-5422-8396 ／ お問い合わせフォーム：https://a10lab.com/contact/ 

 広報担当 加藤真帆 070-4203-0045 ／ maho.kato@10lab.com  

 自治体担当 猪口明子 070-8919-6860 ／ akiko.inoguchi@a10lab.com 

 

・福井工業大学 

 経営情報学部教授 菊池武晴 080-6536-8040 ／ t-kikuchi@fukui-ut.ac.jp 

 







あわら市のふるさと納税推進事業の強化について 

 

１．ふるさと納税ポータルサイトの追加導入について 

(1)「さとふる」 

   さとふるは、楽天、ふるなび、ふるさとチョイスとならび４大ふるさと納税ポータ

ルサイトの１つである。 

本ポータルサイトを導入することで、販路拡大につながるとともに、Yahooショッピ

ングに転載されることから、寄付額の大幅な増加が見込めることとなる。 

    

 (2)ＪＲＥＭＡＬＬふるさと納税 

ＪＲＥＭＡＬＬふるさと納税は、東日本旅客鉄道株式会社（通称ＪＲ東日本）が運営

するふるさと納税ポータルサイトで、４大ポータルサイト（ふるさとチョイス、楽天ふ

るさと納税、さとふる、ふるなび）に次ぐ規模となっている。 

   運営元である東日本旅客鉄道株式会社（通称ＪＲ東日本）は、日本最大級の旅客鉄

道会社であり、令和６年３月の北陸新幹線芦原温泉駅開業を控えたあわら市が、ＪＲ

ＥＭＡＬＬふるさと納税を導入することで、首都圏駅構内でのＰＲ広告やデスティネ

ーションキャンペーンと併せたふるさと納税キャンペーンが可能となるなど、シティ

セールスの観点からも大きな効果が期待できる。 

 

２．「返礼品提供事業者向けふるさと納税勉強会」の開催 

 (1)目的 

    ふるさと納税の返礼品における寄付者のニーズを把握し、ニーズに沿ったＰＲ方法

を学ぶことで、ふるさと納税による市内産品の魅力を全国に発信し、市内産業の活

性化に寄与する。 

 (2)日時 

令和５年９月１日（金曜日）14時～15時 30分（受付開始 13時 30分～） 

 (3)講師 

株式会社トラストバンク 

(4)内容  

①返礼品提供事業者向けふるさと納税勉強会 

②個別相談会（①終了後） 

(5)場所  

市役所正庁 



【参考】 

 

１ 寄附額・寄附件数の実績 

 (1)年度毎の推移 

 
 

 (2)令和５年７月末現在の寄附額・寄附件数 

●寄 附 額：９８,１６０千円（前年同期（６７,６１０千円）比：約１．５倍） 

●寄附件数： ４,１８９件  （前年同期（１,８６６件）   比：約２．２倍） 

 

月毎の寄附額の推移           月毎の寄附件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 今後の主な取組 

             （単位：千円）                （単位：件） 








